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２－３ ＩＣＴ活用工事 
ＩＣＴ活用工事の出来形管理を行った場合の出来形管理写真の撮影頻度及び撮影方法は、

写真管理基準のほか、愛知県の定める「ＩＣＴ活用工事(土工)実施要領」、「ＩＣＴ活用

工事(舗装工)実施要領」、「ＩＣＴ活用工事（舗装工（修繕工））実施要領」、「ＩＣＴ

活用工事(河川浚渫)実施要領」、「ＩＣＴ活用工事（作業土工(床堀) ）実施要領」、「Ｉ

ＣＴ活用工事(付帯構造物設置工)実施要領」､「ＩＣＴ活用工事(法面工)実施要領」、「Ｉ

ＣＴ活用工事(地盤改良工)実施要領」､「ＩＣＴ活用工事（土工1000m3未満）実施要領」、

「ＩＣＴ活用工事（小規模土工）実施要領」、「ＩＣＴ活用工事（構造物工（橋脚・橋台））

実施要領」、「ＩＣＴ活用工事（基礎工）実施要領」、「ＩＣＴ活用工事（擁壁工）実施

要領」、「ＩＣＴ浚渫工（港湾）実施要領」､「ＩＣＴ基礎工（港湾）実施要領」、「Ｉ

ＣＴブロック据付工（港湾）実施要領」及び「ＩＣＴ海上盤改良工：床掘工・置換工

編（港湾）」の規定によるものとする。 

 

２－４ 写真の省略 
工事写真は以下の場合に省略するものとする。 
(１) 品質管理写真について、公的機関等（土木工事現場必携第６章資料６－３７公的

機関等一覧表参照）で実施された品質証明書を保管整備できる場合は、撮影を省略

するものとする。 
(２) 出来形管理写真について、完成後測定可能な部分については、出来形管理状況の

わかる写真を工種ごとに１回撮影し、後は撮影を省略するものとする。 

(３) 監督員が臨場して段階確認した箇所は出来形管理写真の撮影を省略する。臨場時

の状況写真は不要。 
 

２－５ 写真の編集等 
写真の信憑性を考慮し、写真編集は認めない。ただし、『デジタル工事写真の小黒板

情報電子化の運用について』（平成29年３月１日付け、28建企第505号）に基づく小黒板

情報の電子的記入は、これに当たらない。 

 
２－６ 撮影の仕様 

写真の色彩やサイズは以下のとおりとする。 

(１) 写真はカラーとする。 

(２) 有効画素数は小黒板の文字が判読できることを指標とする。 

  （100万画素程度～300万画素程度＝1,200×900程度～2000×1,500程度） 

映像と読み替える場合は、以下も追加する。 

(３) 夜間など通常のカメラによる撮影が困難な場合は、赤外線カメラを用いる等確認

可能な方法で撮影する。 

(４) フレームレートは、実速度で撮影する場合は、30fps程度を基本とする。高倍速

での視聴を目的とする場合は、監督員と協議の上、撮影時に必要な間隔でタイムラ

プス映像を撮影することができる。 
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